
















　　　頭のキレる人たちの会話は、横で聞いててハラハラする







　つい先頃、グラン・ケイオス帝国の帝都から、ユーフォリア王国の王都へと肩書きが変わった都市『ヴァロア』にある『ヴァロア城』内の庭園にて。

　女王ジャンヌとその王配であるハクヤ、そしてフリードニア王国から艦隊の教導役として招いたエクセル・ウォルターが、ジャンヌの息抜きも兼ねてお茶していた。慣れない政務に忙殺されている彼女には、気を抜く時間も必要だとハクヤが勧めていた。

「あら？　ソーマ陛下にはそのような気遣いを見せたことがあったかしら？」

　エクセルが口元を扇子で隠しながらクスクスと言うと、ハクヤは肩をすくめた。

「陛下には包容力のあるジュナ様や、少し天然気味ですが全力で慕ってくるアイーシャ様のように、癒やしてくれる方々は多いですからね。リーシア様も常に陛下の精神状態は気に掛けておられるようですし、私が口を出す必要がありません」

「フフッ、それもそうね。それでジャンヌ殿は貴方が甘やかすと？」

「夫が妻に甘いのは当然かと」

「……貴方も中々言うわね」

　エクセルが呆れと感心が半々の溜息を吐いた。

　そしてジャンヌとハクヤの顔を交互に見比べると、扇子をポンと叩いた。

「なるほど。武官として外で働いてきたジャンヌ殿と、文官として内を守ってきたハクヤ殿。父性と母性が逆ね。陛下のご家族や、カストールのバルガス家なんかは妻が夫を尻に敷くことで円満な家庭を築いている感じがするけど、貴方たちの場合は逆なのね」

「えっ、私がハクヤ殿のお尻に敷かれちゃうんですか？」

　ジャンヌが目をパチクリとさせると、エクセルはクスクスと笑った。

「役割の問題よ。行動的な者の手綱を、しっかり者が握ったほうが上手くいくの。うちの国で言うなら今度結婚するミオ殿とコルベール殿のカーマイン家なんかもそうね。コルベール殿が上手く支えているわ。逆にもし、しっかり者が手綱を握れてないと、ジーニャ殿に振り回されているルドウィン殿のように胃を痛めることになるわね」

　もっともあの二人はすでにそれが日常のようだけど、とエクセルは涼しい顔で紅茶を啜った。そしてエクセルはジャンヌのほうを見て微笑んだ。

「貴女が気にする必要はありません。貴女は貴女らしく、思いっきり行動を起こせば良いのです。それを上手く調整するのが、そこの黒衣の王配殿の役目なのですから」

「……さすが、年季の入った含蓄のあるお言葉ですね」

　話を振られたハクヤが貼り付けた笑顔でそう言った。

　エクセルもまた同じような笑顔を返す。

「あら、背丈だけは一人前な坊やにはまだ早い話だったかしら」

「ハハハ」「フフフ」

　バチバチと視線をぶつけ合うハクヤとエクセル。

　頭のキレる二人なので、ここまでは許されるだろうという範囲の中で軽口をたたき合っているだけなのだが、横で見ているジャンヌは気が気ではなかった。

「そ、それで、どうでしょうかウォルター公。私たちの艦隊は」

　ジャンヌが話を逸らすように尋ねると、エクセルは持っていたカップを置いた。

「そうですね……お世辞や贔屓目を抜きにしても、この国の艦隊は一級品です。島形空母のようなトンデモ兵器はなくても、必要な艦船は量も種類も必要以上に揃っているし、各艦の整備も行き届いています。これだけの艦隊を持っていて、海洋進出しようという発想に至らなかったのが不思議なくらいね」

「歴代の皇帝は陸上戦闘による国土拡大を重視してきたようです。そのため海の覇権は二の次だったのでしょう」

　ハクヤも真面目な顔になってそう言った。

「艦隊の仮想敵は九頭龍諸島連合（当時）だったようですが、それも海賊行為をさせないように取り締まる程度の活動しかしてこなかったようです」

「姉上も、陸から来る魔物で手一杯でしたからね……」

　ジャンヌがそう言うと、エクセルは「ええ、そうね」と頷いた。

「ですが、これからの貴女の時代には変わっていくことでしょう。そして貴方の艦隊はそんな時代を牽引する原動力となります」

「ウォルター公……はい！　そのとおりだと思います！」

　ジャンヌは元気よく返事をした。そんなジャンヌの様子に満足したように頷いたエクセルは「そうだわ」と言って手をポンと叩いた。

「そういえば、王国から持って来たお茶がありましたね。せっかくですし一緒に……」

「お待ちください」

　侍従を呼んでお茶の準備をさせようとしたエクセルをハクヤが止めた。

　そしてあの貼り付けたような笑顔をエクセルに向ける。

「まさかそのお茶に〝なにか〟仕込んだりしていませんよね？　貴女がソーマ陛下の奥方様たちの許可のもと、いろいろと聞き出していることは知っていますよ？」

「……あら、勘の良いこと。ジャンヌ殿のための教材を用意しようかと思ったのに」

「えっ、私に!?　なんのことですか!?」

　ジャンヌが目を白黒させていると、ハクヤが笑顔で言った。

「そういうことをするのはソーマ陛下だけにしてください」

「さらっと陛下を差し出すとは、貴方も良い性格をしてるわね」

「海千山千のウォルター公にお褒めいただくとは光栄です」

「ハハハ」「フフフ」

　また笑顔をぶつけ合う二人。

　結局、ジャンヌはハラハラさせられっぱなしになるのだった。
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